
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
０
７
１
５
０
８

８
面

尚

口

奥

●
交
通
科
学
博
物
館

モ
デ

ル
シ
ッ
プ
友
の
会
作
品
展

蒸

気
船
時
代
か
ら
の
船
舶
の
緻
密

な
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
品

写
真
。
サ
ン
タ
マ
リ
ア
な
ど
港

区ゆ

縁か
り

の
船
も
。
八
月
二
十
七
日

ま
で

の
り
も
の
タ
イ
ム
ト
ン

ネ
ル

江
戸

平
成
の
各
時
代

に
誕
生
し
た
交
通
手
段
を
タ
イ

ム
ト
ン
ネ
ル
形
式
で
。
江
戸
期

の
か
ご
試
乗
や
旅
衣
装
の
試
着

も
。
七
月
十
六
日

八
月
三
十

一
日

十

十
七
時
入
館
、
月

曜
休
館
（
祝
日
な
ら
開
館
し
翌

火
曜
休
、
火
曜
も
祝
日
な
ら
振

替
休
な
し
、
春
夏
休
み
開
館
）
。

高
校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中
学
生
百
円
。

弁
天
町
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー

港
近

隣
寄
席

七
月
二
十
二
日（
金
）

十
四

十
六
時
。
出
演
は
桂
三さ

ん

幸こ
う

、
桂
雀じ

ゃ

太く
た

。
当
日
先
着
五
十

名
。
協
力
金
五
百
円
（
前
売
四

百
五
十
円
）

懐
か
し
の
名
画

大
会

新
・
男
は
つ
ら
い
よ

八
月
十
二
日
（
金
）
十
四
時

。
渥
美
清
、
栗
原
小
巻
他
出

演
。七
〇
年
。協
力
金
百
円

同

セ
ン
タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇
。
問
合
せ
は

五
七
二

〇
〇
二
〇
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
会
港
区
支
部
協
議
会
へ
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
３
２
回
定
期
演

奏
会

同
フ
ィ
ル
音
楽
監
督

オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
デ
ュ
メ
イ

写
真

が
指
揮

ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
独
奏
。
演
奏
曲
目
は

ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
ニ
長
調
作
品

モ

ー
ツ
ァ
ル
ト

交
響
曲
第

番

ト
短
調

・
５
５
０
。
九
月
二

日
（
金
）
十
九
時
か
ら
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（

福

島
）
で
。

席
五
千
円（
完
売
）、

席
四
千
円
、

席
三
千
円
、

学
生
席
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

夏
休
み
期
間

中
（
七
月
二
十
一
日

八
月
三

十
一
日
）
は
月
曜
日
も
開
館

調
べ
物
や
本
と
の
出
合
い
に
活

用
を
。開
館
時
間
は
火

金（
第

三
木
曜
休
館
）
十

十
九
時
、

土
日
祝
と
月
曜
（
夏
休
み
期
間

中
）
は
十

十
七
時

工
作
教

室

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
ヨ

ー
ヨ
ー
な
ど
を
作
る
。
幼
児
・

小
学
生
対
象
。
八
月
二
十
日

（
土
）
十
一

十
二
時
、
港
区

民
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室
で
。

無
料
。
要
事
前
申
込
（
七
月
十

五
日
か
ら
受
付
、先
着
二
十
名
）

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

・
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

地こ

上こ

よ
り
永と

遠わ

に

米
軍
隊
の
過

酷
な
現
実
と
兵
士
た
ち
の
葛

藤
、
壮
絶
に
絡
み
合
う
恋
を
描

き
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
主
要
部
門

独
占
の
名
作

写
真
は
一
場

面
。

・
ジ
ン
ネ
マ
ン
監
督
。

バ
ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
、
モ

ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ク
リ
フ
ト
他
出

演
。
五
三
年
米
。
モ
ノ
ク
ロ
・

字
幕
。
七
月
二
十
三
日（
土
）十

時
と
十
四
時
。
各
回
当
日
先
着

百
名
。六
百
円（
前
売
五
百
円
）。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

ア
レ
ク
セ
イ
と
泉

チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
被
災
し
た

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
村
。
あ
ち
こ
ち

で
放
射
能
が
検
出
さ
れ
る
が
、

こ
の
泉
か
ら
は
検
出
さ
れ
な

い
。
地
球
の
意
志
の
よ
う
に

滾こ
ん

々こ
ん

と
湧
く

泉

が

本
当

の
豊
か
さ
と
は
何
か

を
語
り

か
け
る
。
〇
二
年
。
本
橋
成
一

監
督
、
坂
本
龍
一
音
楽
。
八
月

六
日
（
土
）
十
四
時
か
ら
。
当

日
先
着
百
名
。
前
売
九
百
円
、

当
日
千
二
百
円
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
こ
ど
も
ほ
け
ん
学
校

八
月

二
十
三
日（
火
）十
四

十
六
時

港
区
民
セ
ン
タ
ー
松
竹
の
間
。

参
加
無
料
。
内
容
は

東
日
本

大
震
災

ぼ
く
た
ち
わ
た
し
た

ち
に
で
き
る
こ
と

。
港
医
療

生
活
協
同
組
合
健
康
づ
く
り
委

員
会
主
催
。
港
区
社
会
福
祉
協

議
会
協
力
。
申
込
〆
八
月
二
十

日
。
六
五
七
一

〇
六
〇
六
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

反
原
発

×
映
画

映
画
監
督
た
ち
は

早
く
か
ら

反
原
発

を
表
現

し
て
き
た
。

原
子
力
戦
争

（
七
八
年
黒
木
和
雄
監
督
）
生

き
て
る
う
ち
が
花
な
の
よ

死

ん
だ
ら
そ
れ
ま
で
よ
党
宣
言

（
八
五
年
森
崎
東
監
督
）

写

真

人
魚
伝
説

（
八
四
年

池
田
敏
春
監
督
）
の
邦
画
三
作

に
加
え
、
ソ
連
の

一
年
の
九

日

（
六
一
年
ミ
ハ
イ
ル
・
ロ

ン
ム
監
督
）
も
。
七
月
二
十
三

日

八
月
五
日
の
十
時
二
十
分

か
ら
一
日
一
作
上
映
。
当
日
一

般
千
四
百
円
。
七
月
三
十
日

（
土
）
に
は
二
十
二
時
五
十
分

か
ら
四
作
一
挙
上
映
（
二
千
四

百
円
均
一
）

上
映
日
程
な
ど

詳
細
は
同
館
（
地
下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分

六
五
八
二

一

四
一
六
）
へ
。

●
ひ
ま
わ
り
陶
芸
展

七
月
十

七
日
（
日
）
十
時

十
六
時
半
、

大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
（
弁

天
１
）
四
階

金き
ん

枝し

の
間

で
。

前
田
千
恵
子
さ
ん（
７
面
に
人

物
列
伝
）と
生
徒
の
作
品
を
一

堂
に
展
示
。
観
覧
無
料
。
お
土み

や

産げ
（
箸は

し

置
き
）あ
り
。
〇
九
〇

三
七
二
三
・
二
一
一
〇
前
田
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

魅
惑
の
星
空
と
夏
の
果
物

七
月
十
一

十
九
日
（
十
六

日
臨
休
）

水
の
あ
る
風
景

七
月
二
十
八
日

八
月
六
日

（
臨
休
あ
り
）

開
館
は
十
一

十
八
時
（
火
曜
十
六
時
ま

で
）
、
水
曜
定
休
。
入
場
無
料
。

弁
天
四

一
一

四
（
ピ
ア
ッ

ク
西
五
十

裏
通
）

六
五
九

九

七
九
七
七
。

●
僕
と
私
を
可
愛
が
っ
て

二

カ
月
オ
ス
メ
ス
、
ト
イ
レ
し
つ

け
済
み
。

０
９
０
・
３

８
４
３
・
０

２
２
９
吉
田

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
貴あ

な

方た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字
（
原
稿
用
紙
一
枚
）
千
円
が

標
準
（
冊
子
五
冊
ま
で
無
料
）
。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
飯
田

●
放
課
後
・
夏
冬
春
休
み
は
学

童
保
育
へ

入
所
児
募
集
。
見

学
無
料
体
験

。家
族
的
雰

囲
気
。区
内
に
三
カ
所
。
６
５

７
５
・
０
３
３
５
あ
り
ん
こ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
３
２
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

招
待
券
ペ
ア
１
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

地
上

よ
り
永
遠
に

（
上
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

ア
レ
ク
セ
イ
と
泉

（
上
に

案
内
）
招
待
券
を
三
名
様
に
。

●
ご
く
ら
く
と
ん
ぼ
一
座

や

さ
し
い
街
角
（
７
面
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

反
原
発

×
映
画
（
上
に
案
内
）招
待
券

（
一
作
品
分
）を
ペ
ア
２
組
に
。

（
前
号
ま
で

昭
和
十
九
年
に

陸
軍
へ
入
隊
し
た
私
は
二
十
年

に
中
国
へ
。
南
京
か
ら
任
地
通つ

う

城じ
ょ

まう

で
の
過
酷
な
行
軍
で
は
自

殺
者
も
出
た
。
厳
し
い
初
年
兵

教
育
や
制
裁
を
乗
り
越
え
兵
長

に
昇
進
。討
伐
に
参
加
し
た

）

◆
中
国
人
を

土
民

と

討
伐
（
戦
闘
）
で
は
米
軍
機

の
機
銃
掃
射
で
大
谷
と
い
う
少

尉
が
や
ら
れ
、
私
が
遺
体
を
背

負
っ
て
衛
生
兵
の
所
ま
で
運
び

ま
し
た
。
ひ
ど
く
重
か
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
捕
虜
に
し
た
中
国
兵
や

土ど

民み
ん

（
当
時
は
使
役
の
中
国
人

を
そ
う
呼
ん
で
い
ま
し
た
）
の

中
に
抵
抗
す
る
者
が
い
る
と

処
刑

し
ま
し
た
。

大た
い

人じ
ん

、

大
人
（
偉
い
人
の
こ
と
）と
命

乞ご

い
す
る
の
も
構
わ
ず
銃
剣
で

突
き
刺
し
、
死
体
は
溝
に
放
り

込
ん
だ
り
、
草
に
隠
し
た
り
し

て
、そ
の
ま
ま
進
軍
し
ま
し
た
。

◆
終
戦
で
捕
虜
生
活
２
年

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
。

上
官
か
ら

終
戦

を
告
げ
ら

れ
ま
し
た
。
中
国
で
は
攻
め
て

続
け
て
い
た
の
で
敗
戦
と
い
う

事
実
は
受
け
入
れ
難が

た

く
思
い
ま

し
た
。
が
、
同
時
に

や
っ
と

終
わ
っ
た

と
い
う
安あ

ん

堵ど

感
が

込
み
上
げ
、
中
に
は

万
歳
！

を
叫
ぶ
兵
隊
も
い
ま
し
た
。

一
週
間
後
、
八は

ち

路ろ

軍
に
よ
っ

て
武
装
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
武

器
を
差
し
出
し
て
広
場
に
並

べ
、そ
の
後
方
に
整
列
。上
官
は

写
真
を
撮と

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

時
計
な
ど
の
貴
重
品
も
取
ら

れ
、階
級
章
も
外
さ
れ
ま
し
た
。

捕
虜
生
活
で
は
飛
行
場
の
整

備
や
橋
・
道
路
の
補
修
工
事
な

ど
に
駆
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
使

役
は
朝
八
時
か
ら
夕
方
五
時

で
、
休
日
も
あ
り
ま
し
た
。
が
、

食
料
は
一
食
が
飯は

ん

盒ご
う

の
蓋ふ

た

一
杯

の
雑ぞ

う

炊す
い

（
固
い
水す

い

牛ぎ
ゅ

肉う

のか

塊た
ま

がり

入
っ
て
い
た
）
と
い
う
ひ
ど
く

粗
末
な
も
の
。
空
腹
に
負
け
て

残
飯
を
漁あ

さ

る
者
も
い
ま
し
た
。

◆
歓
喜
の
帰
国
船

昭
和
二
十
二
年
。
よ
う
や
く

帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。
貨

物
船
で
上
海
港
を
出
発
。
玄
界

灘
に
入
る
と

（
九
州
の
）
山

が
見
え
た
！

と
歓
喜
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。五
月
二
十
日
、

博
多
港
に
到
着
。
伝
染
病
予
防

の
た
め
と
か
で
沖
合
に
四
十
日

停
泊
。
上
陸
し
て
最
初
に
食
べ

た
露
店
の
ゆ
で
卵
と
ト
コ
ロ
テ

ン
の
味
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

帰
郷
途
中
の
広
島
駅
か
ら
見

た
市
街
は
原
爆
で
何
も
か
も
な

く
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
ん
や

と
日
本
の
行

く
末
が
案
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
忘
れ
も
し
な
い
六
月

二
十
二
日
、
尾
道
市
百も

も

島し
ま

町
の

生
家
へ
帰
り
着
き
ま
し
た
。
ひ

ど
く
痩や

せ
た
み
す
ぼ
ら
し
い
軍

服
姿
に
、
両
親
も
最
初
は
誰
か

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦

死

の
公
報
か
ら
既
に
二
年
が

経
っ
て
い
た
の
で
す
。

◆
戦
後
は
船
乗
り
と
し
て

戦
後
は
塩
田
で
働
い
た
後
、

昭
和
二
十
六
年
に
結
婚
。
船
乗

り
と
し
て
七
十
五
歳
ま
で
働
き

ま
し
た
。
港
区
へ
は
昭
和
二
十

八
年
に
移
り
、
町
会
や
老
人
会

の
活
動
に
も
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
今
は
僅わ

ず

か
な
年
金
で
暮
ら

し
な
が
ら
、会
合
に
、子
供
の
見

守
り
活
動
に
と
忙
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
が
、
微
力
で
も
地
域

の
お
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
え

ば
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
や
は
り
青
春

を
捧
げ
た
兵
隊
時
代
の
思
い
出

が
一
番
強
烈
で
す
。
人
命
よ
り

武
器
が
大
切
に
さ
れ
た
軍
隊
生

活
、
同
じ
人
間
を

土
民

と

蔑さ
げ

んす

で
こ
き
使
っ
た
り
殺
し
た

り
し
た
討
伐

人
が
人
で
な
く

な
る
戦
争
だ
け
は
二
度
と
し
て

は
な
ら
な
い
！
と
強
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
終
わ
り
）

下

ふ
じ

た

ひ
さ
し

）（
市
岡

）

ふ
じ

た

ひ
さ
し

）（
市
岡

）

今
月
の

語
る
人

今
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